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 （「鈴木三重吉集」 『現代日本文学全集』22 昭和30年７月、筑摩書房）　　　
という物語のうまさと一方で限界も指摘している。「幸福」の状態を描きながら、それが人
間生活の一つの美しさを描き透明性を獲得しているが、どうも「分別臭い」感を免れないと
いうのである。このどこか道徳的な雰囲気を感じさせるというところが三重吉の童話の特徴
として指摘されるとき、それは物語としての廻りくどさに通じるという印象を作ってしまう
のであった。
これら先人の童話とは少々違った特徴をもって、浜田広介は登場してきた。それが平仮名
表記の善意の追求である童話であったといってよい。三重吉のような「分別臭い」雰囲気も
なく、未明のような社会悪を衝くような物語構成でもなく、平明な語り口にどこかリズミカ
ルな趣を抱えていた。
あるいは広介より少々遅れて童話の文壇に登場する新美南吉『ごんきつね』のような悪意
を屈折した視点から描こうとした世界とも違っていたと言わざるを得ない。あくまでも純粋
で善意という問題を、様々な人物や小動物からの視点で描こうとしたのが浜田広介の世界で
あった。
３、「三日めのかやの実」の風土
この物語は、死に掛けている親鳥のツグミが、子供たちツグミにもういちどかやの実が食
べたいというところから始まる。ただ今は厳しく寒い冬でかやの実を見つけることは非常に
困難であった。兄ツグミ二羽がともに見つけ出すことに挫折する。だが弟ツグミが、寒い冬
のさなかに、木の枝に白い花が咲いているのを見つける。弟ツグミは、それを見て父親鳥の
病み倒れようとしている巣に戻り、樹木に花が咲いていてどこからともなく「あした、きな
さい。つぐみさん」という言葉をもらったと報告する。父親鳥は、応答する。
「『なにをいうのか。かやの木に、いまごろ、花がさくものか』」
「『雪の玉だよ。こまかな雪がちらついて、花のように見えたのさ』」
ここには弟ツグミの病状が思わしくない父親に対する粘り強い熱意と、父親の優しい「息
づかい」（前掲載『広介童話の軌跡』）がうかがえる。それが父親の、子どもである弟ツグミ
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の頑張りを錯覚だという表現にあらわれているのであろうが、どことなく思いやりを感じる。
弟ツグミは、父親の病状悪化の状態に人一倍に反応したのだ。
ここに生き物のやさしさが盛られていることは誰しも疑わない。例えば近代の精神史を、
『「かなしみ」の哲学』（平成21年12月、日本放送出版協会）という観点から俯瞰した竹内
整一（日本思想史専攻）は、その著書の中で「やさしい」という倫理に着目して説明する。
引用しているのが太宰治の言葉であった。
この字をよく見ると、人偏に、憂うると書いています。人を憂える、人の淋しさ侘し
さ、つらさに敏感な事、これが優しさであり、また人間として一番優れている事じゃな
いかしら、（後略）
 （「昭和21年４月30日 河盛好蔵宛書簡」）　　　
と述べている。
物語に戻せば、弟ツグミは親鳥のもうこの世から死んでいくという「淋しさ侘しさ」にも
のすごく「敏感」に反応したとも言える。実はこの病人の声を人一倍感じて何とかしてあげ
たいと思う心情こそが、弟ツグミは肝要だと判断した。それ故弟ツグミは、「『どうかして見
つけてあげたい。一つだけは、どうかして』」と考えた。父親ツグミの切望を、人一倍感じ
た子供として紹介される。その探し方の奮闘ぶりは、「あんまりたたいて、くちばしが、い
たんできました。だが、いたくても、がまんをしながら、たたきつづけて」という行為によっ
て表現された。死にいかんとする父親に何らかの手向けとしたいと切望するため弟ツグミは、
自分自身「いたくても、がまんしながら、たたきつづけ」る行為をする。弟ツグミは、人一
倍父親の願いに「敏感」に察した余り頑張ったのだ。それ故自己の可能な限りの能力で、「い
たい」までのつつきかたをしたのだ。そして「百本めかと思われる」樹木にきたとき、次の
ように転回する。
みきの中から、おもいがけないこえが、しました。
「あした、きなさい。つぐみさん。」
おとうとつぐみは、みきのまわりをぐるっと見ました。だれも、いません。気のせい
かしら。おとうとつぐみは、もういちど、木のみきをたたいてみました。
「あした、きなさい。つぐみさん。」
もういちど、たしかに、そういうこえが、しました。
みきの中からきこえるこえは、だれのこえかと、おとうとつぐみは、えだにとまって
かんがえましたが、おもいあたりがありません。見ると、そこらは、うすぐらく、雪の
地めんもくれてきました。空気は、ひえて、こまかなきりが、だんだんに山の林をつつ
んできました。
ここには声だけの世界がある。みきの精か、天の声か、いずれにせよ誰が発したかは分か
らない。弟ツグミは、誰が発した声かは判別できない。ただ希望だけが繰り返し響いてくる。
物語の展開は、のち夜が明け「北風が、雪をちらちらとばしてい」た中を、弟ツグミが
勇ましく「つばさをのばしてつんつんと山の林にかけつけ」、「まるいかやの実」を、「一つ、
もいでしっかとくわえ」、父親の元に届ける。父親は、「なみだをうかべて、かやの実を、しっ
かとにぎりしめ」るのであった。
単純な奇跡の物語だ。が作者広介は、自註で次のように語る。
ものの内側から出てくる声があるというのは空想のおもしろさにはちがいないが、実
は、それが自分の願い、自分の心の叫びともいうべきもので、それが募ってぎりぎりの
ところにいくと、自分ではない、他のものの声に変って、自分の願いを満たしてくれる
行き方になる。つまり、それが、よこしまでない、ひたすらな願いとあれば、かなえて
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やりたい同情が人間のだれにもあるから、それがかなうことは、だれも不服をいわない
のである。童話のしわざは、そこをねらって、不可能を可能とするといってよい。
 （前掲載『広介童話の軌跡』）　　　
ここには純粋さが周囲を動かす、あるいはひた向きな努力家が誰かをして動かし、よりよ
い状況を作ってくれるという絵図がある。向上心やひたむきな心情が、善意を「可能とする」
奇跡を起こさせるのだ。「よこしまでない、ひたすらな願い」が、「他のものの声に」のりうつ
るという憑依と重ねて困難が成就するという世にも不思議なことが起こるかたちになる。こ
こではそれが成立する「ぎりぎりのところ」を、弟ツグミによって描いたと言える。
繰り返すようになるが、「百本目かと思われる」樹木とか「いたい」までのつつき方で、何
とかしたいという願望を弟ツグミは成就しようとした。その結果森の霊のようなものが、響
きをもって語り出したのだ。ここにも善意が、情況を動かすというドラマが現出する。その
善意は、純粋な肉親を思う心に根差していたのであった。広介特有の心情設定と言ってよい。
そしてこの弟ツグミの優しさは、『黄金の稲束』の農夫の心のありようにも通じていた。
４、『むく鳥のゆめ』のかなしみ
この作品は、広介が大学を卒業したあと春秋社につとめ、「トルストイ全集」の校正に従
うも間もなく退社して、コドモ社に入り雑誌「良友」編集に関わっていたときのものである。
大正８年１月に自分で編纂をしながら同誌に、この作品を発表したのである。勿論ここに
は広介への童話書き手の評価があってこそのものであったことは贅言を付すまでもないだろ
う。この時期２年間ぐらいが広介をして、作家自立への思いと決断への助走の時期であった。
物語は、野原の栗の木の穴に営巣する母のない椋鳥が、母恋しさに巣の外側で揺れる枯葉
に、風が吹き雪が降るごとに母鳥が帰る夢を見るという切ない展開になっている。
母のいない子どもの椋鳥は、ただただ母親が帰ってくることだけを願うものとして設定さ
れている。夜中に風が、「羽のすれあうような音」として子供の椋鳥には聞こえ、父親鳥を
呼び起こす。が母親鳥ではなく、「枯れ葉」が「かあさん鳥の羽音のように」錯覚しただけ
であった。だが子供の椋鳥は、何故この「枯れ葉」が母親のように感じられるのか分からな
いのであった。が「枯れ葉」の音が、母親のささやきにも「ききとれ」るように思え、「ただ、
したわしくなって」「きけばきくほど、ただ、なつかしくなって」くるのであった。ここに
は存在しない母親への思慕が、音を通して輪郭化していく様子がうかがえる。現存しない母
親を、音をたよりに幻影化していくのであった。広介特有の浪漫的表現でもある。これは確
認していいだろう。
子供の椋鳥が次にとった行動は、巣の「ほら」穴の外に付いていた「一まいきりのうすい葉」
が、「いまにも風にもぎとられ、とばされそうにみえ」たため、それを「しっかと、くくりつけ、
とれないようにしめつけ」るのであった。母親鳥への思慕や喝仰が、なみなみでないことが
ここでは紹介される。
続く夜には、「どこからか、からだの白い一わの鳥がとんできて」子供の椋鳥は、思わず「『あ
あ、おかあさん』」と叫ぶのであったが、その鳥は返事をしないで「ふっつりと、どこかえ
きえてしまいました」というかたちで消滅する。子供の椋鳥にとっての夢であったのだ。
この子供の椋鳥は、寂しくても母親不在でも、他をうらむとか「逆境を悲しむ」（西本鶏助「解
説」『浜田広助童話集』昭和50年11月、旺文社）とかいうかたちをとらない。不在の母親
の代わりになる「枯れ葉」を、大事に扱うことで耐えようとするのだ。勿論この孤独が解決
されることはない。欠落している母親は、突然やってくるということもない。いない母親の
代わりに「枯れ葉」が、いつまでも自分の巣から離れないでくれと言う姿勢を保とうとする。
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その行為で、母親への思慕を持続しようとするのだ。これは耐えるかたちといえようか。当
然かなしみは続くが、そのかなしみを抱えて生きようとするといってもよい。
夢という現実ではない世界でのみ遭うことが可能なのだ。どうにもならない問題は、解決
出来ない。そのまま抱えて生きていくというかたちにならざるを得ない。かなしみが、北風
や冬の寒さと共に子供の椋鳥を覆っている。これが耐えて生きるというかたちだと表現して
いるのだ。
補遺／風土という観点は、古い研究様式でもあるが近年外国文学研究者の間
でも再検討の機運があり英文学のジェイムズ・キャントンの仕事が目を引い
た。筆者も本邦未訳の著書を英文学研究者甲田亜樹氏にお願いしたが、今回
は引用まで至らなかった。次回に検討したい。尚共同研究者の五十嵐伸治氏
の校閲は経た。
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